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　【通常年】指定管理者評価結果

●施設担当課分析・評価

・評価すべき点

総合グラウンド

一番の利用者である栗山中学校（授業）や栗山中学校陸上部・サッカー部と連携がしっか

りとられており、フィールド内の芝生についても渇水時期があったなか上手に管理されて

いる。

施設名 内　　容

スポーツセンター

多種多様な競技・町内外からの利用希望がある中で、公平に利用を振り分けて管理運営し

ており評価できる。新たな自主事業として回数券事業や道具のレンタル事業を実施し皆さ

んがスポーツセンターを利用しやすい環境作りに励んでいることは非常に評価が出来る。

栗夢広場

除雪後のガラス片や石拾い、樹木の葉の清掃等、利用者が安全に快適に利用出来るよう、

しっかりと管理運営されている。

栗山運動公園

今シーズンは渇水状態が長期に渡る時期があったが、散水施設も無い中でも芝を枯らすこ

となく管理出来たことは評価に値する。

ふじスポーツ広場

新型コロナウイルスの影響で利用が減った関係もあるが、施設開設中の芝が非常に良い状

態を保たれていた。経験豊富な人材を配置し上手に管理運営されている。

ふじ交流センター
特に無し

町民球場

今年は日本ハムファイターズの１軍練習が実施され、関係者からは特にグラウンド環境に

おいて高い評価を得られた。社会人野球や大学野球での大会が定着し、高いレベルの試合

が町内で間近に見ることが出来る。渇水時期があったがふじスポーツ広場と兼用していた

スプリンクラーを増設するなど芝管理において努力が見られた。

栗山公園球場

例年苦情が出ていた栗山公園駐車場の使い方について、栗山公園の指定管理者との連携し

利用者に駐車可能箇所の徹底を図る等、栗山公園球場利用時の車両駐車等の注意事項につ

いて利用団体にしっかり周知したことにより、栗山公園利用者からの苦情も無くなり、栗

山公園球場利用者も快適に利用することが出来た。

栗山公園弓道場

適正に運営管理されている。ストーブの必要な時期には利用時間が遅くなっても、利用後

に施設点検をする等しっかりとした管理がされている。

栗山水泳プール

夏季の子供たちの体力づくり・運動の場としてしっかり管理運営された。季節雇用の職員

もいるがしっかりAED講習がされる等、安全面についても万全の態勢で施設管理がされて

いる。

角田水泳プール

主な利用が児童である施設である。地域の児童数は多くないが水泳教室も含め非常によく

利用して頂いている。管理運営も適切に実施されている。

継立水泳プール

夏季の子供たちの体力づくり・運動の場としてしっかり管理運営された。季節雇用の職員

もいるがしっかりAED講習がされる等、安全面についても万全の態勢で施設管理がされて

いる。



・改善すべき点、要望点

スポーツセンター

スポーツ以外でのイベント利用で椅子をアリーナの床に直接置いていることが気になる。

かつては椅子利用時にマットを敷く等床にダメージの無い利用をしていた。

施設名 内　　容

総合グラウンド

特に無し

栗夢広場

くりやまFC（サッカー少年団）の利用以外にも大学クリケットでの練習実績もあり、引き

続き町外の団体にも利用促進をお願いしたい。施設内での不適切な利用を見かけるケース

が複数回あったが、直ちに注意出来なかったことは残念。

栗山運動公園

過去に無料施設であった影響か無断利用と思われる利用や無断でゴルフの練習をしている

場面を見掛ける。職員が常駐する施設では無いため無断利用の無いよう利用には申請が必

要なことの周知や見回りについて強化をして欲しい。

ふじスポーツ広場

近年、道外の旅行会社等からの利用問い合わせもあるが、利用状況が町内関係団体でほぼ

空きが無いような状況で予約を受けらないケースもあった。芝の状況もあるが２面のコー

トを上手く運用し、可能な限り稼働日を増やす工夫をお願いしたい。

ふじ交流センター

過去には剣道での合宿や書道での利用もされていたが、近年はサッカー大会の際の利用に

留まっており、新規利用者の発掘が課題だと感じる。またサッカーの練習利用の際にトイ

レだけ利用したいとの要望もあり調整が必要である。

町民球場

社会人野球や大学野球の利用がメインとなってしまっており、町内団体がなかなか利用出

来ない現状がある。利用稼働を上げる工夫をお願いしたい。

栗山公園球場

大人の利用時にはボールが施設外へ飛び出る可能性が非常に高いため、特に若い世代の利

用については町民球場の利用状況を見ながら、施設間の連携を図り野球利用を促進して欲

しい。

栗山公園弓道場

利用者の促進を図る上では指定管理の努力だけではどうしようもない施設であることか

ら、弓道連盟や弓道協会と連携を密にし利用者、競技者を増やす取り組みを検討して欲し

い。

栗山水泳プール

水泳教室について角田プールのように小学生が参加しやすい環境を整えて欲しかったが、

今年度は新型コロナウイルスの影響で事業の中止も検討されていた中で、結局は例年と同

様の夏休み開催となった。次年度以降は少年団活動が多い夏休み期間を避けるなど、児童

が参加しやすいよう日程調整をお願いしたい。

角田水泳プール

特に無し

継立水泳プール

水泳教室について角田プールのように小学生が参加しやすい環境を整えて欲しかったが、

今年度は新型コロナウイルスの影響で事業の中止も検討されていた中で、結局は例年と同

様の夏休み開催となった。次年度以降は少年団活動が多い夏休み期間を避けるなど、児童

が参加しやすいよう日程調整をお願いしたい。



・総合分析、評価

【スポーツセンター】

近年は新型コロナウイルスの影響で閉館等もあり利用人数が若干減っているが、年間約８万人が利用する施設であ

り、町内体育施設の総合窓口として良く運営出来ている。新型コロナウイルス対策として定期的なアリーナの換気や

トレーニング機器の消毒等も実施をしており感染対策にも気を配っている。休館日にも施設点検として暖房等の関係

で職員が出勤する等、しっかりとした体制で運営、管理がされており良く頑張っている施設であると思う。

【総合グラウンド】

陸上競技場としての公認は切れたが陸上記録会が継続して開催される等、陸上競技場としての役割を果たし尚且つ中

学生の体育授業や部活で活用される施設となっている。今後も関係団体や学校と連携を密にし各種団体利用との調整

を図り利用を促進して頂きたい。

【栗夢広場】

新型コロナウイルスの影響で閉鎖や少年団活動の中止もあり、利用目標に届かなかったが少年団活動のメインの練習

場所として活用され少年団とも連携・協力が図られ、管理者と利用者の良い関係性を築き上げている。

【運動公園】

よく利用する関係団体に迷惑は掛かっていないが、利用申請無しに利用されているケースが多いと思われる。適切な

運営管理の面からも利用の際に申請を促す工夫が必要と感じる施設である。

【ふじスポーツ広場】

適切に管理運営されている。今年度は例年開催されている大きな大会が中止になる等、利用者が残念ながら大きく

減ってしまった。施設の状態やコートが２面ある状況から、今後、中体連のサッカー会場として固定利用されること

となったことは喜ばしいことである。夏の時期には降雨の無い渇水状態が続いたが、水撒きスプリンクラーを増設す

る等、芝の管理に非常に努力が見られた。

【ふじ交流センター】

管理運営はしっかり行われている。他の体育施設と比べ目立たない施設であり、これまで以上に情報発信に力を注い

で欲しい施設である。

【町民球場】

主として硬式野球の利用がされており、一定の高評価を得ている球場である。今後は栗山高校でも女子硬式野球部が

発足し、利用希望が増えることが予想される。現状の整備を保ちながら稼働率を上げることが課題になると考えられ

る。

【公園球場】

栗山公園やキャンプ場の利用者も多く、立地から多くの人が目にする球場である。公園指定管理者との連携も図られ

るようになり球場周辺について常にきれいな状況が保たれている。大人が利用する際には球場のサイズの関係で施設

外へ打球が飛び出す恐れもあり利用者のレベルや年齢層に充分気を付け管理運営をして欲しい。

【弓道場】

弓道経験者で用具も所持している方が利用する、利用者が限定される施設となっている。栗山高校弓道部の部活以外

での練習機会の場として重要な施設となっている。利用後の清掃や片付けもしっかりされ非常にきれいな状態が保た

れている。

【栗山水泳プール】

今シーズンは由仁プールや三笠のプールが故障や利用者限定だった状況もあり、南空知スイムの小中生の練習会場と

して利用があり利用人数は例年よりも多かった。今後も夏季の貴重な体力づくり・運動の場として適切な管理運営を

お願いしたい。

【角田水泳プール】

適正に管理運営されており、利用者目標も達成された施設である。少年団の無い地域でもあり児童が下校後に利用し

やすい環境であるため、地域の子供達の運動機会を作る貴重な施設となっている。

【継立水泳プール】

地域の児童の利用が大半の施設だが、少年団との絡みもあり利用目標は達成されなかった。水泳教室の日程設定等子

供たちがより多く利用できるよう環境整備に努めて頂きたい。



●評価委員意見

・総合評価

【評価すべき点】

【社会体育施設全般】

・多くの団体と上手に連携し、施設利用の調整も適切に行っている。また、各施設の整備や企画・運営など、幅広く施設管理がされてい

る。

【スポーツセンター】

・大学バスケットのリーグ戦を招致し、町外新規利用者を獲得した。

・新型コロナウイルス感染症の影響による休館等で、利用者数は目標値より少なかったものの、練習試合無料化やスポーツ用具のレンタ

ルなどの自主事業を積極的に実施し、利用者数の確保に努めた。

・新規の自主事業である回数券事業は、定期券とは違い利用したい時に使えるものとなっており、コロナ禍の休館や利用者の利用控えな

どを見据えた工夫がなされていた。

【総合グラウンド】

・主な利用者団体である栗山中学校や陸上競技協会と連携し、施設の管理運営を適切に行っていた。

【ふじスポーツ広場】

・猛暑による高温や水不足の中、指定管理者が水撒きのスプリンクラーを自ら調達するなど、管理者の努力により良質な芝の維持に努め

た。

・各団体との利用調整について、公平・平等にスケジュールを決め、効果的に利用促進に努めた。

【町民球場】

・新型コロナウイルス感染症の影響による大会の中止等により、利用者数は大幅に減少したが、利用開始日を早めるなどの工夫をし、

ホームページ等で広く情報発信を行い、利用促進に努めた。

【公園球場】

・これまで課題であった駐車場の問題について、栗山公園・夕張川河畔公園の指定管理者と連携し、公園球場利用者に対して利用場所を

徹底したことで、今年度は苦情が無かった。

【栗山・角田・継立水泳プール】

・各施設で利用人数が伸び悩んでいる中、３地区プールにおいては令和2年度に比べ利用者数を伸ばしている。

・委託事業である角田少年少女水泳教室は、学校下校時に合わせて開催時間を設定するなど、子どもたちが参加しやすいような工夫がな

されており、コロナ禍においても目標値に近い参加者数を獲得した。

【評価できない点・改善及び対応要望点】

【社会体育施設全般】

・コロナ禍で利用団体等の活動自体が制限され、利用者数が減少したのは残念だが、開催できた行事もあり、今年度の開催が次年度につ

ながるように今後の情報発信に期待したい。また、社会体育施設は若い世代が多く利用する施設のため、各施設の取り組みについてSNS

を活用した情報発信が増えても良いのではと感じた。

【スポーツセンター】

・屋内競技以外の利用の際は、施設の破損等に十分配慮して施設貸し出しを行っていただきたい。

【栗夢広場】

・苦情、要望について、指定管理者が単独で対応することが困難な場合は、速やかに教育委員会へ報告し、指示に従って対応していただ

きたい。

【運動公園】

・自由に出入りできる施設であるため、無断で利用する人が多い現状であるが、見回りや注意喚起を強化し、施設の適正な管理運営に努

めていただきたい。

【ふじ交流センター】

・施設の利用者数拡大に取り組む姿勢が感じられない。

・ふじスポーツ広場利用者からふじ交流センターをトイレとして無料開放してほしいとの要望が多いとのことだが、利用者の声を的確に

把握し、教育委員会と協議を進め対応をお願いしたい。

・【提案】大会等でふじ交流センターをトイレとして無料開放する場合、大会の主催者であるふじスポーツ広場利用者（※以降「施設利

用者」）が大会参加者へ利用方法の周知徹底を行い、大会終了後の清掃まで施設利用者に対応してもらう。施設の破損等が見られた場合

は、状況を確認して施設利用者に負担を求める。

【弓道場】

・新型コロナウイルス感染症の影響による施設閉鎖や、栗山高校弓道部員の減少が施設利用者数の減の要因になっているものと予想する

が、今後は町外を含めた利用者数増加を目指し、積極的に情報発信を行っていただきたい。

・利用者が限られる施設ではあるが、関係機関と協力し幅広い世代に弓道を知ってもらうための活動等についても検討していただきた

い。

【栗山・角田・継立水泳プール】

・栗山・継立地区少年少女水泳教室についても角田地区と同様、地元少年団等と活動予定を調整し、子どもたちが参加者しやすい事業と

なるよう工夫していただきたい。

・気温が高くなる日には、熱中症に十分配慮するなどの安全確保に努めていただきたい。



●実績数値等

事業数 参加人数 事業数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値※¹① 69,652人 6,425人 968,842円

目標値② 36,596人 5事業 7085人 9事業 2,356人

実績③ 22,408人 3,886人 3事業 2134人 4事業 704人 1,070,310円 962,148円

増減③-①※² △47,244人 △2,539人 -2事業 △4,951人 -5事業 △ 1,652人 △ 6,694円

基準値対比③/①※³ 32% 60% 60% 30% 44% 30% 99%

基準値※¹① 10,333人 32人 0円

目標値② 10,403人

実績③ 9,426人 4人 300円 0円

増減③-①※² △907人 △28人 0円

基準値対比③/①※³ 91% 13%

基準値※¹① 7,020人 1,539人 13% 0円

目標値② 7,911人

実績③ 5,784人 1,530人 9% 6,800円 0円

増減③-①※² △1,236人 △9人 -5% 0円

基準値対比③/①※³ 82% 99% 65%

基準値※¹① 2,018人 86人 8% 0円

目標値② 2,266人

実績③ 1,235人 26人 5% 3,000円 0円

増減③-①※² △783人 △60人 -3% 0円

基準値対比③/①※³ 61% 30% 61%

基準値※¹① 9,642人 3,413人 18% 161,449円

目標値② 9,430人

実績③ 5,396人 3,388人 14% 219,080円 161,449円

増減③-①※² △4,246人 △25人 -4% 0円

基準値対比③/①※³ 56% 99% 77% 100%

基準値※¹① 3,354人 1,804人 0円

目標値② 3,917人

実績③ 360人 310人 12,740円 0円

増減③-①※² △2,994人 △1,494人 0円

基準値対比③/①※³ 11% 17%

ふじスポーツ広場

施設名 区分
利用者数

（総数）

利用者数

（町外利用者）
施設稼働率

委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート
利用料金収入状況 地元発注状況

スポーツセンター

総合グラウンド

栗夢広場

栗山運動公園

ふじ交流センター



事業数 参加人数 事業数 参加人数 サンプル数 利用者満足度

基準値※¹① 12,439人 10,575人 19% 1,718,278円

目標値② 13,457人

実績③ 6,104人 5,191人 16% 876,480円 1,718,278円

増減③-①※² △6,335人 △5,384人 -3% 0円

基準値対比③/①※³ 49% 49% 84% 100%

基準値※¹① 5,081人 1,034人 15% 4,356円

目標値② 5,387人

実績③ 3,512人 2,012人 16% 158,740円 4,356円

増減③-①※² △1,569人 978人 0% 0円

基準値対比③/①※³ 69% 195% 101% 100%

基準値※¹① 3,178人 0人 24,880円

目標値② 2,906人

実績③ 1,642人 5人 83,220円 24,880円

増減③-①※² △1,536人 5人 0円

基準値対比③/①※³ 52% 100%

基準値※¹① 4,178人 84人 38,556円

目標値② 4,409人 1事業 75人

実績③ 4,309人 32人 1事業 67人 53,900円 38,556円

増減③-①※² 131人 △52人 0事業 △8人 0円

基準値対比③/①※³ 103% 38% 100% 89% 100%

基準値※¹① 1,276人 47人 15,380円

目標値② 1,280人 1事業 29人

実績③ 1,426人 20人 1事業 28人 7,620円 15,380円

増減③-①※² 150人 △27人 0事業 △1人 0円

基準値対比③/①※³ 112% 43% 100% 97% 100%

基準値※¹① 877人 18人 22,409円

目標値② 987人 1事業 16人

実績③ 860人 4人 1事業 14人 4,000円 22,409円

増減③-①※² △17人 △14人 0事業 △2人 0円

基準値対比③/①※³ 98% 22% 100% 88% 100%

※¹利用者数、施設稼働率の基準値は平成28年度～令和2年度実績の平均値

※²委託事業の実施状況、自主事業の実施状況、利用者アンケートは実績③-目標値②を記載

※³委託事業の実施状況、自主事業の実施状況、利用者アンケートは実績③/目標値②を記載

町民球場

栗山公園球場

栗山公園弓道場

栗山水泳プール

継立水泳プール

施設名 区分
利用者数

（総数）

利用者数

（町外利用者）

角田水泳プール

施設稼働率
委託事業の実施状況 自主事業の実施状況 利用者アンケート

利用料金収入状況 地元発注状況


